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ゾーン色種別 生産 食 環境 人 地域 主催者展示特別展示 トマト・イノベーションゾーン色種別

全国農学系学部長会議　日本農学会 農林水産省　経済産業省　日本貿易振興機構（ジェトロ）（順不同）

アグロ・イノベーション2017 トマト関連製品

◎◎

◎ 1-Day出展

※◎ 1-Day出展

商談スペース

農産物の生産から加工、流通、
販売用の技術・サービスを、関
係者に広く訴求し、「安全、安心、高品質な農作物の安定
的な供給」「消費者の趣向・生活様式に合わせた販売手
法の実現」「日本産農産物の新たな販路の開拓」の実現
を支援します。

全国の産学の機関が有する農林水産・食
品分野などの最新研究成果を分かりやすく
紹介！！  最新の技術動向が一堂にご覧いた
だけます。研究機関間や研究機関と事業者
との連携を促す場として農林水産省が開催
します。

（主催：農林水産省）

包装業界および関連業界における国内外の最新
鋭機器・技術・サービスとそのユーザー・バイ
ヤーが一堂に会する2年に一度のイベント
「JAPAN PACK」が東1～6ホールで同時開催。
農業に関わるパッケージング機械なども展示さ
れます。当日は相互入場を実施。幅広いパッケー
ジをご覧いただけます。

（主催：一般社団法人日本包装機械工業会）

特 別 展 示

注目度の高い野菜「トマト」を切り口に、トマト生産・
流通に関する技術、サービス、情報が一堂に会する
特別展示 ! !  6つの企画展示、トマト関連セミナー
を開催!！

⬇ウラに続く

基調講演① 10月4日（水）　11：00～12：00

小間No. 出展者名 小間No. 出展者名 小間No. 出展者名
 主催者展示
主/0625 「知」の集積と活用の場における研究開発プラットフォーム及び
　 /0627 研究コンソーシアムの紹介
主/0631 農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業の
 研究成果紹介
主/0723 次世代施設園芸パビリオン
主/0823 アグリサーチャー：農業研究見える化システム
主/0824 「ＩｏＴ時代の農業経営と知財戦略」及び無料法律相談
 （弁護士知財ネット）
主/0827 民間実用化研究／事業化促進研究／異分野融合発展研究
主/0831 環境政策と企業との経済的連携
主/0923 バイオテクノロジーが切り拓く未来
主/1023 スマート農業の推進（農業における ICT、
 ロボット技術、人工知能、ビッグデータ等の活用）
主/1027 官民連携で取り組む農業女子プロジェクト
主/1029 農林水産省におけるレギュラトリーサイエンス
主/1031 林業の成長産業化に向けた技術開発
主/1127 「強み」のある農畜産物 123
主/1131 農業界と経済界の連携による
 生産性向上モデル農業確立実証事業
主/1223 食料生産地域再生のための先端技術展開事業
　 /1423
　 /1427
主 /1227 農林水産業におけるロボット技術研究開発事業
主/1231 世界に貢献する我が国の国際農業研究～CGIARを通じて～
主/1431 民間部門農林水産研究開発功績者表彰
 及び若手農林水産研究者表彰
主/3027 生産現場の夢トーク2017
 環境ゾーン
環/2725 イーコンセプト
環/2524 石川県立大学／ IM普及協議会
環/2523 岩手県立大学
環/2723 ガリレオ
環/2824 元氣農業開発機構
環/2423 信州大学 工学部 物質化学科 酒井研究室
環/2424 信州大学／デリカ
環/2223 森林研究・整備機構 森林総合研究所
環/2724 つくば分析センター／
 茨城大学 農学部 環境土壌・肥料学研究室
環/2323 東京大学 国際情報農学研究室
環/2624 農学研センター
環/0524 農研機構 農業環境変動研究センター
環/2324 農耕地からのN2Oガス発生を削減し作物生産性を
 向上する微生物資材の開発コンソーシアム
環/2623 名城大学・持続可能イノベーション社会創成センター
 食ゾーン
食/2023 麻布大学 研究推進・支援本部
食/2027 天草市／アマケンテック
食/2025 岩手生物工学研究センター／
 三陸イサダ高付加価値コンソーシアム
食/1925 岩手大学
食/2229 ウイット／大阪市立大学（植物機能生物学研究室）
食/1923 大阪電気通信大学ラズベリープロジェクト／ベリーらぼ
食/1727 大阪府立大学
食/1727 大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科
食/1727 大阪府立大学大学院 総合リハビリテーション学研究科
食/2228 大森ヘルスケア
食/1927 鹿児島大学
食/2127 かずさDNA研究所 生体物質解析センター／千葉農産
食/2430 健康生活素材
食/2029 健康長寿食品研究開発プラットフォーム
食/1831 皇學館大学　産学連携日本酒プロジェクト
食/2030 埼玉大麦食品普及・食のモデル地域実行協議会
食/1624 佐賀大学／佐賀・福岡地域機能性農産物推進協議会
食/1623 佐賀大学／佐世保工業高等専門学校／琉球大学／
 大阪府立環境農林水産総合研究所
食/1627 産業技術総合研究所
食/1723 島根大学・エゴマ油粉末プロジェクト／奥出雲中村ファーム

食/1724 島根大学生物資源科学部 / 
 徳島大学大学院医歯薬学研究部生体栄養学分野
食/1725 島根大学 農林水産業の六次産業化プロジェクトセンター
食/2123 食・農チーム鹿児島
 大隅加工技術研究センター／農業開発総合センター／
 工業技術センター／水産技術開発センター
食/1731 植物育種研究所（北海道大学認定ベンチャー）
食/2227 新品種産業化研究会
食/2028 崇城大学
食/1823 東京農工大学
食/1829 東洋大学　バイオプラズモニクス研究室
食/1828 長崎県立大学
食/1929 新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター／日本災害食学会
食/1928 新潟薬科大学
食/2330 日本インフォメーション
食/2129 日本シニア起業支援機構
食/0126 農研機構 食品研究部門
食/1827 北海道大学 産学・地域協働推進機構
食/2230 雪国まいたけ／神戸薬科大学
食/1830 龍谷大学
 生産ゾーン
生/0523 愛知豊橋次世代施設園芸推進コンソーシアム
生/0512 アドダイス
生/0513 ALFAE
生/0109 イチゴよつぼし研究コンソーシアム／
 種子繁殖型イチゴ研究会
生/0505 イノフィス ＆ 福島県農業総合センター
生/0507 ウッドプラスチックテクノロジー
生/0211 宇都宮大学 農学部
生/0115 SIP 次世代農林水産業創造技術
生/0623 大分県次世代施設園芸推進協議会／
 農林水産省次世代園芸パビリオン
生/0206 大阪府立大学植物工場研究センター
生/0305 岡山大学 農学部
生/0124 家畜改良センター
生/0215 神奈川県
生/0509 Gitobi
生/0108 吉備国際大学 地域創成農学部
生/0405 岐阜大学
生/0209 九州大学大学院農学研究院
生/0503 九州ヒューマンメディア創造センター
生/0106 近畿大学
生/0511 倉本産業
生/0504 KFT 農法研究会
生/0224 高品質・低コストな畜産飼料の生産を拡大する新たなシステム
生/0125 国際農林水産業研究センター
生/0306 国立高等専門学校機構
生/0123 周年親子放牧コンソーシアム
 （代表機関：農研機構畜産研究部門）
生/0404 しらさぎプロジェクト／富山大学ＴＬＯ
生/0205 上智大学 鈴木研究室
生/0406 水産研究・教育機構
生/0319 千葉県農林総合研究センター
生/0401 千葉大学
生/0510 それいけシステムコンサルティング
生/0105 東京海洋大学
生/0213 東京都農林水産振興財団 東京都農林総合研究センター
生/0104 東京理科大学
生/0311 栃木県／栃木県畜産酪農研究センター
生/0311 栃木県農業試験場
生/0113 とちぎフードイノベーション推進協議会
生/0624 富山スマートアグリ次世代施設園芸拠点整備協議会
生/0514 奈良県農業研究開発センター
生/0403 軟弱野菜自動収穫ロボット実用化研究開発コンソーシアム／
 レタス自動収穫ロボット研究開発コンソーシアム
生/0506 日農化学工業／ルミナスジャパン
生/0111 日本産高級果実の超高品質世界展開
 技術開発プラットフォーム

生/0322 農研機構　遺伝資源センター
生/0421 農研機構　果樹茶業研究部門
生/0222 農研機構　九州沖縄農業研究センター
生/0322 農研機構　高度解析センター
生/0519 農研機構　種苗管理センター
生/0321 農研機構　次世代作物開発研究センター
生/0320 農研機構　生物機能利用研究部門
生/0225 農研機構　畜産研究部門
生/0323 農研機構　中央農業研究センター
生/0221 農研機構　東北農業研究センター
生/0325 農研機構　動物衛生研究部門
生/0223 農研機構　西日本農業研究センター
生/0424 農研機構　農業技術革新工学研究センター
生/0521 農研機構　農村工学研究部門
生/0219 農研機構　北海道農業研究センター
生/0226 農研機構　本部（震災復興）
生/0419 農研機構　本部／農研機構 食農ビジネス推進センター
生/0423 農研機構　野菜花き研究部門
生/0201 広島大学
生/0301 三重大学大学院生物資源学研究科
生/0411 宮城県農業系試験研究機関／
 宮城県農業・園芸総合研究所、古川農業試験場、畜産試験場
生/0101 宮崎大学
生/0508 もみ殻循環プロジェクトチーム／北陸テクノ、
 いずみ野農業協同組合、ウッドプラスチックテクノロジー、射水市
生/0303 山梨大学
生/0501 ユビキタス環境制御システム研究会
生/0103 横浜市立大学
生/0216 理化学研究所
生/0107 立命館大学
生/0203 琉球大学
生/0316 ワサビ超促成実証コンソーシアム
 地域ゾーン
地/2829 秋田県立大学
地/2730 旭川食品産業支援センター
地/2727 茨城大学農学部・茨城県農業総合センター
地/2630 北見工業大学
地/2527 高知大学
地/2928 静岡商工会議所
地/2431 職業能力開発大学校・職業能力開発短期大学校
地/2827 東京農業大学
地/2927 とくしま産業振興機構
地/2930 NAL
地/2627 弘前大学
地/2929 LIKE TODO JAPAN製薬
 人ゾーン
人/2427 岩手県立大学
人/2329 科学技術振興機構
人/2327 国際協力機構（JICA）
人/2428 産学連携学会
人/2031 地域産学連携コンソーシアム／
 農林水産・食品産業技術振興協会、グリーンテクノバンク、
 東北地域農林水産・食品ハイテク研究会、
 東海地域生物系先端技術研究会、近畿アグリハイテク、
 中国四国農林水産・食品先進技術研究会、
 九州バイオリサーチネット
人/2429 日本弁理士会
人/2530 農林水産・食品産業技術振興協会（JATAFF）
 １-Ｄａｙ出展ゾーン
人1531 4 日（水） ＤＮＡ鑑定学会
生1631 4 日（水） 山形県農業総合研究センター
生1531 5 日（木） 畜産技術協会／エスイーシー／
 　　　　 スマート畜産を考える協議会
主1531 6 日（金） あなたの技術を国家規格に
 　　　　 ～ＪＡＳ規格化相談～
生1631 6 日（金） イセキ／じんじん

東京大学大学院 工学系研究科　松尾 豊 氏

人工知能のアグリビジネスにおける可能性
本講演では、人工知能の最新動向、特にディープラーニングを取り巻く状況について述べる。人工
知能の歴史を紐解きながら、ディープラーニングのもつ意義を解説し、今後の研究の進展につい
て概観する。また、こういった人工知能の変化が、今後、どのように社会や産業を変えるのか、人工
知能の未来について解説する。特に農林水産・食品分野における可能性について述べる。

※農研機構：農業・食品産業技術総合研究機構

基調講演② 10月6日（金）　11：00～12：00

鹿児島銀行 専務取締役　郡山 明久 氏

アグリビジネスの未来　～地方銀行の挑戦～
鹿児島銀行は「地域貢献」を企業理念に掲げ、地元基幹産業である農林水産業の発展
を目指し、1次産業者の経営支援を積極的に行って参りました。講演では、これまでの
取組みについて事例を交えながら紹介します。

出展者一覧／会場案内図
IGHプロジェクト
アグリジャーナル
アルミス
イーズ中部
イオングループ
石川県
イノプレックス
ViViLab
エナジーサポート
「おいしさの見える化」システム（マクタアメニティ）
オランダパビリオン
　アリスタライフサイエンス
　インパック
　オランダ王国大使館
　ファンダーフーヴェン 施設園芸プロジェクト
　トミタテクノロジー
　ライク・ズワーン社／高田種苗
上根精機工業
関東農産
グッドマン
クボタ
クボタアグリサービス
熊本県農林水産部
流通アグリビジネス課
群馬県
小林クリエイト
埼玉県
済美環境化学／みすず工房
佐賀市
佐藤産業
産業開発機構
シシクアドクライス
植物工場研究会／千葉大学
　いけうち
　岩谷産業
　シーエイチシー
　ジャパンドームハウス
　住友電工
女性未来農業創造研究会
誠文堂新光社
誠和

E-13
F-18
E-15
A-18
A-01
H-20
C-20
H-17
B-09
D-17
G-10
　G-10-5
　G-10-2
　G-10-6
　G-10-1
　G-10-3
　G-10-4
E-20
G-06
E-18
C-18
B-05
G-20

H-21
C-17
F-21
C-11
G-21
E-06
E-19
A-09
A-13

A-20
G-18
C-06

積水化学工業
選別／包装実演コーナー
　日本ポリスター
　大和製衡
テヌート
DNP　大日本印刷
トマト試食コーナー
　朝日工業　種苗部
　アサヒ農園
　カネコ種苗 （※5日のみ出展）
　タキイ種苗
　トキタ種苗
　パイオニアエコサイエンス
　丸種
　みかど協和 （※6日のみ出展）
　渡辺採種場 （※6日のみ出展）
トマト品種パネル展示
富山県花卉球根農業協同組合
日建リース工業
日本アドバンストアグリ
日本コンピュータコンサルタント
日本植物工場産業協会
日本能率協会コンサルティング
日本の施設園芸 パイプハウスの技術展示（佐藤産業）
ネポン
Here There & Everywhere
フォレストエナジー
Fujian Sanan Sino-Science Photobiotech
フローラ
北海道 IoTビジネス・プラットフォーム
北海道次世代施設園芸地域展開コンソーシアム
ホリアキ
無料相談コーナー
メルシー
ヤマト
ヤマトグローバルロジスティクスジャパン
山本電機
有人宇宙システム

B-18
G-02

D-20
F-14
I-05
　I-05-2
　I-05-4
　I-05-6
　I-05-9
　I-05-3
　I-05-7
　I-05-8
　I-05-6
　I-05-5
H-06
E-09
A-15
H-15
B-11
G-15
F-19
E-01
D-15
D-11
A-21
F-15
A-11
C-15
G-17
A-05
F-13
B-20
F-20
C-09
G-08
A-19

主  催

学術共催 後  援

同時開催

同時開催

会期

東京ビッグサイト （有明・東京国際展示場）・東7ホール会場

水 金10月4日       6日 10：00～17：00水 金2017年

相互入場可

A-01

A-05

A-09

A-11

A-13

A-15

A-18

A-19

A-20

A-21

B-05

B-09

B-10

B-11

B-18

B-20

B-21

C-06

C-09

C-11

C-15

C-17

C-18

C-20

C-21

D-11

D-15

D-17

D-20

E-01

E-09

E-13

E-15

E-18

E-19

E-20

E-06

F-13

F-14

F-15

F-18

F-19

F-20

F-21

G-02

G-06

G-07

G-08

G-10

G-15

G-16

G-17

G-18

G-20

G-21

H-15

H-06

H-16

H-17

H-20

H-21

ラウンジ

選別/包装実演
コーナー

トマト試食コーナー

トマトのサイズ、形、用途に合
わせて包装を考える、高付加
価値トマトの流通には欠かせ
ない「包装」の実演展示です!!
生産した大切なトマトを出荷
するとき、包装にもこだわっ
てみませんか？

種苗メーカー10
社による特長ある
トマトが勢揃い ! !
珍しい品種約30種
を食べ比べること
のできるまたとな
いチャンスです ! !
消費者目線で今
後の採用種苗・ト
マトを選択するきっかけとなるコー
ナーです。

初開催!!

ブース番号のご案内

縦ブロック記号
横ライン番号

A-01
小間番号のご案内

縦ブロック番号
横ライン番号

01-01

セミナー会場 ❶

セミナー会場 ❷

セミナー会場 ❸

I-05

I-05-2～9

G-02

A 
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08 
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14 

15 

16 

17 
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19 

20 

21 

16 

15 
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12 
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10 
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08 

07 

06 
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03 

01 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

23 

24 

25 

26 

31 

23 

24 

25 

27 

28 

29 

30 

27 

28 

29 

30 

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 15 14 12 11 10 09 08 07 06 

01 02 03 04 05 

01 02 03 04 05 

16 

B C D E F 

G H 

I 

I-05-2

I-05-3

I-05-4

I-05-5

I-05-6

I-05-7

G-10-4
G-10-1

G-10-2

G-10-3

G-10-5

G-10-6

I-05-8

I-05-9

（主催：一般社団法人日本能率協会）

主  催



10.5 (Thu.)10.4 (Wed.) 10.6 (Fri.)
10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

メインステージ セミナールームA セミナールームB セミナールームC メインステージ セミナールームA セミナールームB セミナールームC メインステージ セミナールームA セミナールームB セミナールームC

11：00

12：00
M103

基調講演①

東京大学大学院 工学系研究科
松尾 豊

12：50

14：05

15：20

16：00

M110

M120

表彰

セミナー
スマート農業の推進による
農業のイノベーション

16：10

16：50
M123

セミナー
機能性表示食品をとりまく
最新情報と今後の課題

農研機構 食品研究部門
山本（前田）万里

生産局技術普及課
秋葉 一彦

11：00

12：45
C103

セミナー
事業化促進研究

13：00

14：45
C111

セミナー
生産現場の夢トーク2017

14：40

16：40
M217

セミナー

12：10

12：50
M307

人工知能の
アグリビジネスにおける
可能性

平成29年度（第18回）
民間部門
農林水産研究
開発功績者表彰

農林水産業における
革新的技術体系の開発セミナー

10：30

12：00
C201

セミナー 10：30

11：00
C301

セミナー

10：20

12：30
M201

戦略的イノベーション
創造プログラム（SIP）
「次世代農林水産業創造技術」

農林水産業・食品産業科学技術
研究推進事業の研究成果紹介

12：10

12：30
C207

セミナー
「知」の集積と活用の場における
これまでの取組について紹介します

12：50

14：20
M210

セミナー
「IoT時代の農業経営と知財戦略」
～生産者、IoT企業と弁護士が語る
　　　　 先端農業の課題と展望～

15：20

16：50
C120

セミナー
蚕業革命が切り拓く未来

農業分野の「第４次産業革命」
の実現に向けて

農林水産業・食品産業科学技術
研究推進事業の研究成果紹介

優れた品質・技術の見える化・実用化に
向けて～新生ＪＡＳの活用

15：50

16：20
C322

セミナー
農業資材価格の引下げに
向けた取組

12：00

13：00
C307

セミナー
食料生産地域再生のための
先端技術展開事業

13：10

15：40
C311

セミナー
農林水産業・食品産業科学技術
研究推進事業の研究成果紹介

13：00

14：50
C211

セミナー

自然資本を活かした農林水産業
－生物多様性経済連携－

15：00

15：40
C219

セミナー

BoP市場への参入：日本の最先端
農業IoT技術の実証試験を例に

15：50

16：20
C222

セミナー

11：00

12：00
M303

基調講演②

鹿児島銀行 専務取締役
郡山 明久

技術会議 研究企画課　山田 広明

農業女子プロジェクト参加企業
（井関農機、東和コーポレーション、

豊島、丸山製作所、ワコール）

経営局就農・女性課 女性活躍推進室
久保 香代子

アグリビジネスの未来
～地方銀行の挑戦～

食料産業局食品製造課食品規格室　松本 修一

生産局技術普及課　今野 聡

大臣官房政策課 環境政策室　中川 一郎
都市と農村をつなぐ
イノベーション・インターメディアリーズ
東京大学大学院農学生命科学研究科　橋本 禅

国際熱帯農業センター（CIAT）　石谷 学

技術会議 研究推進課

和歌山大学発ベンチャの農業用アシストスーツ
　パワーアシストインターナショナル　八木 栄一

12：30

12：45
C209

セミナー

「日本発」の技術による
次世代施設園芸の展開

セミナー

13：00

14：40
M311

活躍する農業ベンチャーの取組
セミナー

14：50

16：20
M318 農業界にムーブメント！異業種コラボの農業女子

プロジェクトを徹底解剖！

セミナー

14：15

15：10
M116

表彰
平成29年度（第13回）
若手農林水産
研究者表彰

千葉県
米農家の夢～従業員にも快適なこめづくり～

都道府県普及指導機関（普及指導員等）
（生産局技術普及課）

～都道府県普及指導機関が構想する
生産現場の課題解決を紹介し、取組に協力
いただける企業・研究機関等を募集します！～

近畿大学 バイオコークス研究所　冨田 義弘

バイオコークス化による未利用
バイオマスの有効利用技術の開発

遠野興産　中野 光
新たな熱分解システムによる小型・高効率なバイオ
燃料製造・利用技術の開発

明和工業 営業技術部　清水 浩之

バイオマス熱分解技術による畜産廃棄物等の
再資源化・環境対策システムの開発

ビーエムジー　玄 丞烋
バイオマス由来の乳酸を用いた新たな
バイオマテリアルの開発

京扇産業　西田　義昭

黒ウコンの安定生産システムの構築及び
高齢化社会のQOL向上に向けた機能性食品等の開発

ナノサミット Ｒ＆Ｄ　真鍋 翔一

産地及び流通過程におけるエネルギー消費を劇的に下げる
冷凍・冷蔵用新型キャパシタの研究開発とその実用化

日本水産　三星 亨

高鮮度国産エビ生産のための
効率的無換水養殖技術の実証研究

内閣府　野口 伸
SIP「次世代農林水産業創造技術」の紹介
－社会実装のステージへ－

農研機構 革新工学センター　玉城 勝彦
超省力・高生産を実現する農作業の自動化・
知能化技術

農研機構 農村工学部門　若杉 晃介
田んぼの水管理をICTでらくらく・かしこく、
遠隔・自動制御

農研機構 農業環境センター　井上 吉雄

作物・環境診断情報の先進リモートセンシング
および高度利用技術

農研機構 農業環境センター　中川 博視

気象情報をもっと身近に、
栽培管理支援情報をもっと手軽に

農研機構 革新工学センター　吉田 智一
農業生産データ連携仕様の開発および実装支援

農研機構 野菜花き部門　今西 俊介
収量や成分を自在にコントロールできる太陽光型
植物工場

鹿児島県農業開発総合センター大隅支場　森 清文

ジャガイモそうか病防除のための
新規栽培体系の開発

農林水産業者
農林水産業IoT支援企業
食料産業局 知的財産課

弁護士知財ネット（農水法務支援チーム）

森林研究・整備機構　山田 竜彦

地域のリグニン資源が先導する
バイオマス利用システムの技術革新

内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室 副政府CIO
慶應義塾大学　環境情報学部准教授／

医学部准教授（兼担）
神成 淳司

「データを駆使した次世代農業」の展開に向けて
～農業データ連携基盤の創設～

北海道大学　野口 伸

ＳＩＰ「次世代農林水産業創造技術」における
スマート農業の成果及び今後の展開について

産業技術総合研究所　谷川 民生

人工知能（AI）、ロボット等を活用した
農業分野での研究開発について

ＮＥＣソリューションイノベータ
島津 秀雄

熟練農業者のノウハウの
「見える化」の取組について

滋賀県
少量土壌培地耕を利用した
仏花用の花き栽培の普及

兵庫県
南但馬地域の特産物における
生産安定技術の確立

香川県

肉用牛肥育現場における事故軽減を
実現する畜産生産管理システムの開発

農研機構 生物機能利用研究部門　冨田秀一郎
遺伝子組換えカイコが開く蚕業革命の扉

群馬県蚕糸技術センター　桑原伸夫

遺伝子組換えカイコの
農家飼育に向けた隔離飼育試験

あつまるホールディングス　島田 裕太

あつまる山鹿シルクにおける
周年無菌養蚕工場の取組

農食事業の紹介

農食事業の紹介

農食事業の紹介

3新（新品目・新品種・新技術）導入による
新しい果樹産地の形成
～シャインマスカットの長期出荷など～
福島から花き生産もイノベーション
～水耕栽培によるトルコギキョウの周年生産～
「みやぎギンザケ」を復活させる
新たな生産技術体系の取組
復興のシンボルとなる宮城の新規水産加工食品

10：30
10：45
A101

野菜自動収穫ロボットの開発
－野菜を傷つけずに自動収穫を実現－

信州大学工学部 千田研究室

石川県における企業と連携した
水稲の低コスト生産技術の取り組み

石川県農林総合研究センター

農研機構 生物系特定産業技術研究支援センター

湛水栽培法によるサトイモの
優良種いも増殖および生産性向上

鹿児島大学 農学部

イチゴ生産を変革する種子繁殖型
品種「よつぼし」の普及と活用

三重県農業研究所

UECSを有効活用した
低コストでスマートな施設園芸の実現

岡山大学 農学部

国際競争力強化と輸出拡大のための
超大玉オウトウ生産・加工技術開発
山形県農業総合研究センター園芸試験場

新規BODセンサーを利用した
豚舎排水からの窒素除去システムの開発

農研機構 畜産研究部門

カラマツ種苗の
安定供給のための技術開発

森林研究・整備機構
 森林総合研究所林木育種センター

スラリーアイスを活用した
鮮魚のスーパーチリング高鮮度輸送

函館地域産業振興財団

農作物の生育分布、特徴成分分布を瞬時に「見える化」
できる、液晶波長可変フィルタ小型分光撮像システム

国立高等専門学校機構

高機能性植物素材の太陽光利用型
植物工場による大量生産技術

近畿大学

10：45
11：00
A102

12：15
15：15
A108

15：45
16：00
A122

花茎も収穫できる
畑ワサビの超促成栽培技術
ワサビ超促成実証コンソーシアム（山口県農林総合技術センター）

16：00
16：15
A123

ワサビの養液栽培による
葉どり超促成栽培技術の実証
ワサビ超促成実証コンソーシアム（佐賀県農業試験研究センター）

16：15
16：30
A124

干ばつに強い稲の実証栽培に成功

理化学研究所

15：30
15：45
A121

10：30
10：45
B101

感染症・食中毒病原体迅速検出キットを使っての
安心安全ジビエによる地域活性化

岩手大学
10：45
11：00
B102

実例でみる知的財産権による
アグリ技術の保護について

日本弁理士会

無農薬栽培の「ちしゃとう」という「安心・安全」な
「抗アレルギー作用」を有する機能性素材での商品開発

大森ヘルスケア

低コストで高強度な
建設足場資材利用園芸ハウス

農研機構  西日本農業研究センター

真空フライを活用した食品加工

鹿児島県大隅加工技術研究センター

ボタンボウフウ（長命草）の生理活性成分
イソサミジンの化学合成（並びに生理活性）
大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科

12：30
12：45
B109

高圧殺菌工程を組込んだ
日本酒醸造プロセスの開発研究

新潟薬科大学

12：45
13：00
B110

13：30
13：45
B113

聴覚の老化を予防する食品の開発

農研機構 食品研究部門

16：30
16：45
B125

14：15
14：30
B116

酸性電解水ドライ処理による
青果物の収穫後腐敗の抑制
鹿児島県大隅加工技術研究センター

14：30
14：45
B117

機能性糖アンヒドロフルクトースの
食品利用
鹿児島県大隅加工技術研究センター（サナス）

14：45
15：00
B118
15：00
15：15
B119

JICAにおけるアグリビジネス
海外展開支援について

国際協力機構（JICA）

砂塵の発生を抑制する
カンテン搾りかすを利用した被覆材

信州大学

15：30
15：45
B121

農作物の成長過程と農作業を自動記録する
農地モニタリングシステムの開発と小学校での利用

岩手県立大学

15：45
16：00
B122

有機系潜熱蓄熱材
～用途・場面に合わせた蓄熱材の設計～
信州大学工学部物質化学科 酒井研究室

16：00
16：15
B123
16：15
16：30
B124

東北・北陸地域における
タマネギの春まき作

農研機構 東北農業研究センター

リモコン草刈機の開発について

農研機構 農業技術革新工学研究センター
自然環境及び人工的な環境下で
植物が被るストレスへの対策

上智大学

11：00
11：15
A203

11：30
11：45
A205
11：45
12：00
A206

10：30
10：45
A201

日本産完熟大果イチゴの
高品質輸出技術とその第三者評価
日本産高級果実の超高品質世界展開技術開発プラットフォーム
低カリウムトマト果実生産のための
栽培技術の改善

千葉大学

海で育てた巨大ヤマメ
－日本最南限でのサクラマス海面養殖の取り組み

宮崎大学
非共生型細菌の植物種子表面への
新規固定化技術の開発

広島大

北海道オホーツク地域での工学による植物資源の
生産性の向上や高品質化などの一次産業支援

北見工業大学

キクラゲ用オガクズ充填装置の
開発による生産性向上の取り組み

高齢・障害・求職者雇用支援機構

営農型太陽光発電におけるIoTの活用

ガリレオ
お一人様七輪で煙なしに木炭が燃やせる

イーコンセプト

10：45
11：00
A202

13：00
13：15
A211
13：15
13：30
A212

赤シソのLED水耕栽培の
概要及び用途提

日農化学工業

13：30
13：45
A213

14：00
14：15
A215

加工専用リンゴ品種の育種と
6次産業

秋田県立大学

14：15
14：30
A216
14：30
14：45
A217

農耕地からのN2Oガス発生を削減し
作物生産性を向上する微生物資材の開発

東京大学

スダチ由来芳香成分による抗メタボリックシンドローム効果と
香酸柑橘類の機能性香料としての可能性
とくしま産業振興機構（徳島大学医歯薬学研究部）

15：00
15：15
A219

農作物栽培の温度環境形成に資する
マイクロ水力発電や地中熱の活用例

石川県立大学

15：15
15：30
A220
15：30
15：45
A221

16：00
16：15
A223
16：15
16：30
A224

10：30
10：45
B201 産業技術総合研究所

独自の転写因子制御技術による
オーダーメード植物の開発

産業技術総合研究所

生活習慣病予防効果が期待される
二重変異体米（WE米）について
大阪府立大学大学院 生命環境科学研究所
ユーカリ葉抽出物の果糖吸収阻害作用を
作用機序とする内臓脂肪抑制作用
大阪府立大学大学院 総合リハビリテーション学研究科

島根大学発ベンチャー「農の郷」による
アイメックトマト栽培と加工品開発
島根大学 農林水産業の六次産業化プロジェクトセンター

エチレンカットによる鮮度保持シート素材とナノシルバー
シリカと炭酸カルシウムの融合材の鮮度保持商材

日本シニア起業支援機構／K.office

10：45
11：00
B202

食品の付加価値向上に繋がる技術！ 核内受容体活性を
指標とし、多様な健康機能性を効率的に評価

産業技術総合研究所

11：00
11：15
B203

食品中の抗酸化物質を
その場で簡単・迅速に測る

産業技術総合研究所

11：30
11：45
B205

果実を傷つけず、
糖酸比を現場でモニタリング

産業技術総合研究所

11：45
12：00
B206

13：00
13：15
B211
13：15
13：30
B212

メタン発酵消化液の
施設型植物生産への適用技術
大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科

13：30
13：45
B213

馬糞堆肥の資材化

大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科

13：45
14：00
B214

14：30
14：45
B217

健やかな日本社会を実現する
健康機能性米の開発

島根大学 生物資源科学部

14：15
14：30
B216

プロアントシアニジンの機能性に注目した
ラズベリー研究と脆弱果実収穫ロボットの開発
大阪電気通信大学ラズベリープロジェクト

14：45
15：00
B218

農作物表面の付着物質・食品添加物の
迅速検出

東洋大学

15：00
15：15
B219

16：00
16：15
B223

農産物・食品の汚染や品質劣化を
防ぐプラズマ殺菌・消毒技術

佐賀大学

15：45
16：00
B222

新たな「思いやり災害食」認証制度
のご紹介
新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター

15：30
15：45
B221

地元100％にこだわった日本酒「神都の祈り」の
生産・販売と産学官連携による6次産業化の実践
皇學館大学 産学連携日本酒プロジェクト

16：15
16：30
B224

地質図を農産物付加価値向上に活用

寒冷地農業における大規模農地での
環境制御の新たなコンセプト

農研機構 北海道農業研究センター
国産カンキツ類に多いβ-クリプトキサンチンの健康機能性と
βクリプトキサンチンを高含有するカンキツ品種

農研機構 果樹茶業研究部門

海藻類の持つ機能性成分の研究
水産研究・教育機構
①瀬戸内海区水産研究所
②丸秀醤油
③水産大学校

13：00
13：15
A311
13：15
13：30
A312

圃場－広域連携型水管理のための
灌漑排水自動管理システムの開発

農研機構 農村工学研究部門

13：30
13：45
A313

ドローンで見る作物生育状況

ALFAE
コマルハナバチの
農業での利用について

イセキ／じんじん

10：30
10：45
A301
10：45
11：00
A302

14：00
14：45
A315

有用薬用キノコ冬虫夏草の
合理的栽培技術の開発

九州大学大学院 農学研究院
低ストレス放牧飼養による
高品質乳製品生産

宇都宮大学 農学部

15：00
15：15
A319
15：15
15：30
A320

DEH －海藻多糖類由来の希少糖－

三重大学大学院 生物資源学研究科

15：30
15：45
A321

選別AIによる画像認識で
選果選別・収穫時期などを判定

アドダイス

16：00
16：15
A323

農作業用アシストスーツの開発と
普及に向けた取組み
イノフィス（東京理科大学発ベンチャー）

16：15
16：30
A324

10：30
10：45
B301

品種改良による農産物の高付加価値化「機能性タマネギ」と
「涙の出ない・辛くないタマネギ」の開発
植物育種研究所（北海道大学認定ベンチャー）
九州 山人参と機能性食品、
化粧品のＯＥＭ

健康生活素材

明日葉のヒト・家畜を対象とする
未開拓分野への有効活用

農学研センター
天草の特産品を活用した
機能性食品および製品開発

崇城大学

X線画像を用いたモモシンクイガ被害
果モモ検査システムの研究開発

山梨大学
CO2施用と冬季補光による
亜熱帯果実増収量システムの開発

琉球大学

10：45
11：00
B302

12：45
13：00
B310
13：00
13：15
B311

スーパーフード『ダルス』の
機能性と今後の展望
北海道大学 産学・地域協働推進機構

13：15
13：30
B312

マイタケα-グルカンの経口投与は、担癌マウス
において抗腫瘍免疫応答を誘導する。

雪国まいたけ／神戸薬科大学

13：30
13：45
B313

14：15
14：30
B316

スマホアプリを応用した農家応援ツール
【えいのうのいえ】 のご紹介と、将来展望

九州ヒューマンメディア創造センター

14：00
14：30
B315

14：30
14：45
B317

植物の高温・乾燥に対する
耐性向上資材

静岡商工会議所／静岡大学

15：00
15：15
B319

「汎用性の高い機能性大麦粉」の
開発と応用
埼玉大麦食品普及・食のモデル地域実行協議会

15：15
15：30
B320

血中機能性ペプチドの
リアルタイム分析法
健康長寿食品研究開発プラットフォーム サラヤ

15：30
15：45
B321

青竹から抽出した成長液の
植物への投与実験の驚くべき効果

それいけシステムコンサルティング

16：00
16：15
B323

IoTとAIが支える、
未来のフルーツ工場

Gitobi

16：15
16：30
B324

GRA　渡辺 周
先端農業へ、ＧＲＡの挑戦

エムスクエア・ラボ　大迫 敬介
農業版インダストリー4.0を目指して

プラネット・テーブル　菊池 紳

日本発・世界でも求められる
新しい農産流通のカタチ

プラントライフシステムズ　松岡 孝幸
家族農業で年収1000万を支える技術

デザミス　中山 聡
「U-motion 牛のライフログがもたらす経営革命」

農業情報設計社　濱田 安之

畑・田んぼ・作物に一番近い先進技術で
より良い農業へのチャレンジを支える

加工用ホウレンソウの多収抑草技術の
開発による機械収穫生産体系の確立

農研機構 九州沖縄農業研究センター

「南予地域発」新規マグロ類「スマ」の
早期種苗完全養殖システムの構築
愛媛大学 社会連携推進機構 南予水産研究センター
北海道の台風被害によるとうもろこし
サイレージのかび毒汚染調査研究

北海道立総合研究機構 畜産試験場

茶生葉との共溶解技術を利用した摘果ミカンからの
高溶解フラボノイド含有食品等の開発

長崎県農林技術開発センター

菌類を活用したスギ花粉飛散防止液の
高度化と実用的な施用技術の開発

森林研究・整備機構　森林総合研究所

地域振興に資する薬草栽培事業の
技術開発 金沢大学

被災地域の営農再開に向けた
熊本地震による農地・作物生育への
影響に関する調査研究

農研機構　九州沖縄農業研究センター

クロバネキノコバエ科の一種の
生態の解明及び防除手法の開発

農研機構　野菜花き研究部門

良日持ち性および萎凋細菌病抵抗性を
有するカーネーション品種の開発

農研機構　野菜花き研究部門

蒸熱処理は化学農薬無しで徹底消毒！
クリーンなイチゴ苗から始まる
防除体系を構築

農研機構 九州沖縄農業研究センター

"いつでも天敵"
～天敵増殖資材による施設園芸の
　総合的害虫防除体系の確立・実証～

農研機構 中央農業研究センター
変動気象に対応可能な水稲高温障害
早期警戒・栽培支援システムの開発

農研機構 農業環境変動研究センター
高機能バイオ肥料を利用した
水稲の増収減肥栽培技術の実用化

東京農工大学

安全・安心なかぼちゃ生産に向けた
土壌残留ヘプタクロル類診断技術の開発

北海道立総合研究機構 中央農業試験場
高品質ゴマ「まるひめ」とナタネ
「ななはるか」の輪作体系による
プレミアムオイル生産

農研機構 次世代作物開発研究センター

安全な路網計画のための
崩壊危険地ピンポイント抽出技術

森林研究・整備機構 森林総合研究所

終了後、名刺交換会を実施

※プログラムは予告なく変更となる可能性がありますので、予めご了承ください。
　最新情報はホームページ　http://agribiz-fair.jp/ をご覧下さい。

９：４５～１０：００　開会セレモニー

合同マッチング交流会　１７：３０～１9：0０
技術会議 ： 農林水産技術会議事務局
農研機構 ： 農業・食品産業技術総合研究機構

（敬称略）

（敬称略）

10：30
▼

11：30

13：00
▼

14：00

15：00
▼

16：00

株式会社関東地区昔がえりの会 
代表取締役社長　小暮 郁夫

千葉大学大学院 園芸学研究科
教授　後藤 英司

農林水産省 生産局 園芸作物課
花き産業・施設園芸振興室　清水 治弥

株式会社オーガニックソイル
事業推進本部　篠原 隆志

農林水産省 生産局 農業環境対策課
農業環境情報分析官　栗原 眞

東京大学
特任教授　平藤 雅之

生産セミナー 座席数：200席

10月4日（水） 10月5日（木） 10月6日（金）

植物工場の最新動向と
技術開発ポイント

国際水準GAPの
普及拡大について

大規模施設園芸の展開に当たり
留意すべき制度等とその動向

株式会社オリザ 代表取締役社長　藤井 優
株式会社船井総合研究所　楠元 武久

独自ブランドのトマトを生産、
高級百貨店への販売を実現

株式会社日本能率協会コンサルティング
アグリビジネスプロジェクト マネージャー
シニアコンサルタント　今井 一義

「コックピット経営」で、
企業的農業経営を強化する

農業革命～IoT、ビッグデータ、AIが
農業と社会を変える～

新規農業参入検討企業 必聴！
栽培から販売までの支援モデル
で収益性アップ

株式会社トマトパーク　石川 昌子

株式会社誠和のトマトパーク事業新規就農者の活用はまず仕組みづく
りから！！　大規模農業生産法人が考え
る新規就農者活用の教育・経営方針

10：30
▼

11：30

13：00
▼

14：00

15：00
▼

16：00

東京デリカフーズ株式会社
研究開発室 室長　武井 安由知

株式会社前川製作所 食品事業ブロック
課長　比留間 直也

イオンアグリ創造株式会社 生産本部
事業企画部長　南埜 幸信

株式会社エムスクエア・ラボ
代表取締役　加藤 百合子

オイシックスドット大地株式会社
サプライチェーンマネジメント本部兼商品本部
阪下 利久

一般財団法人北海道農業企業化研究所 企画部
セクションマネージャー　梅津 国英

弘前大学 農学生命科学部国際園芸農学科
食農経済コース（国際農業・食料経済分野）
准教授　石塚 哉史

ヤマトグローバルロジスティクスジャパン株式会社
国際戦略本部 経営戦略部長 兼
国際統括部長　守屋 伊久美

流通セミナー 座席数：200席

10月4日（水） 10月5日（木） 10月6日（金）

情報化による
バリューチェーンの構築

～野菜品質評価指標デリカスコアに基づいて～

健康的で豊かな食卓提案の重要性
～ITでわかる農産物の需要動向と

その対応～

イオンのオーガニックにおける
最新取組と考え方

ヤマトグループが行う
農産品輸出と保冷輸送

株式会社船井総合研究所
チーフ経営コンサルタント　楠元 武久
アルファイノベーション株式会社 
代表　山田 浩太

障がい者の活用で経営の黒字化
を実現する。
脱サラで新規就農、7年目の挑戦。

GLOBALG.A.P.の最新動向と
認証取得事例の紹介

～GAPへの取り組みで経営改善を目指す

最近の農産物輸出における
傾向と課題

農産物安定供給のための
「鮮度保持」と「貯蔵」技術

農産物集配における課題と
今後の可能性

10：15
▼

11：00

11：15
▼

12：00

16：00
▼

16：45

14：55
▼

15：40

13：50
▼

14：35

12：45
▼

13：30

佐藤産業株式会社

アリスタライフサイエンス株式会社
光畑 雅宏

株式会社メディカル青果物研究所
（デリカフーズ・グループ） 執行役員　有井 雅幸

佐藤産業株式会社

有限責任監査法人トーマツ
農林水産業ビジネス推進室 
シニアマネジャー　早川 周作

Here There & Everywhere

イノチオホールディングス株式会社
事業開発部 事業企画課長　鈴木 邦典

株式会社サンファーマーズ SFI総合研究所
所長　石戸 安伸

トマト・イノベーション／出展者セミナー 座席数：100席

10月4日（水） 10月5日（木） 10月6日（金）

施設園芸  強靭化時代の幕開け 施設園芸  強靭化時代の幕開け “Large scale indoor 
farming of *vine crops”

「おいしさの見える化」野菜・
果物の色から読み取る味情報

～モバイル端末(スマホ・タブレット)を
センサーとするおいしさIoTとＡＩの開発～
ー「見える化」技術概要と
トマト・ミニトマトでのデモンストレーションー

国産大玉トマト５０ｔ／１０ａを
達成した栽培管理

ViViLab

Greenhouse in a bag

JAPAN POINT
－オールジャパンブランドによる

日本産農産物輸出拡大事業－

アメーラトマトの開発
及びマーケティング

株式会社誠和
ソリューション室 室長　斉藤 章

トマト施設園芸栽培技術の
最新情報

マルハナバチの利用方針に基づく、
在来種マルハナバチへの転換と
その利用方法について

消費者ニーズに対応した
トマト生産・流通の取組み

～おいしさと健康機能性を非破壊測定・
　選果し、数値として見える化する方法～

株式会社井出トマト農園
代表取締役　井出 寿利

山形大学理工学研究科 准教授　野田 博行／
「おいしさの見える化」システム
（マクタアメニティ株式会社）ブース

高付加価値トマトの
安定生産を実現する!！

～IT活用と生産農場の体制づくり～

GRODAN Maarten Coelen（通訳あり）／
日東紡績株式会社

イオンアグリ創造株式会社
代表取締役社長　福永 庸明Fujian Sanan Sino-Science Photobiotech

農研機構 施設野菜実証プロジェクトリーダー 
中野 明正

次世代トマト拠点の取組Photobiology Industry,
Research and Application
in Sanan Sino-Science

消費者・実需者ニーズに自由自在に
対応可能なトマト生産技術開発

オランダ施設園芸の最新動向
～The Latest Horticultural 

Information in Holland～
日本アドバンストアグリ株式会社

マイクログリーン栽培装置と３波長
ワイドバンドＬＥＤのご紹介

セミナー会場 ❶ セミナー会場 ❷

セミナー会場 ❸

※開始10分前よりご入場いただけます。イベントスケジュール 満席の場合は立ち見となる可能性もありますが当日受付可能です! ! （直接会場へお越しください）セミナーは全て聴講無料

（*vine cropsはトマト、キュウリなどのこと）

トマト品種パネル展示
サイズ・色・形・模様、生
食・加工用、栽培方法な
どによりトマトを分類。現
在扱っている品種の再確
認や再検討、これから扱
うトマトについて考え、より確かな知識に裏
づけされた生産・販売活動を行うきっかけ
となる展示です。

日本の施設園芸  パイプハウスの技術展示
施設園芸ハウス
メーカー「佐藤産
業」による、日本の
風土に合わせたハ
ウス技術展示を行
います。

施設園芸先進国オランダの展示
施設園芸の先進国で
あるオランダからも、
トマト関連企業が多
数出展!!
日本ではまだ導入実
績のない世界最新技
術や珍しい品種を見ることのできる絶好の
チャンスです。
この機会をお見逃しなく!!

展示会開催期間中の3日間、アグロイノ
ベーション公式の無料相談コーナーが開
設されます。
無料相談コーナーには農業コンサルタン
トが駐在して皆
さんのお悩みに
対応します。

無料相談コーナー

船井総合研究所は2005年に東証一部
上場した経営コンサルティング会社。
楠元氏は同社で農業分野を担当、全国
のJA、農業法人などのコンサルティング
を手がける。

相談員

楠元 武久 氏
農業コンサルタント
株式会社船井総合研究所

新たに農業をしたい、企業として農業参入を検討している

GAPやGI認証の事など詳しく教えてほしい

6次産業化に取り組みたいと考えている

新たな販路づくりをしたい

農産物をブランド化するには何をすればいいの？

例えばこんなお悩みについて
相談可能です！！

例えばこんなお悩みについて
相談可能です！！

例えばこんなお悩みについて
相談可能です！！

例えばこんなお悩みについて
相談可能です！！

その他、分野に応じて
プロのコンサルタントがお待ちしています。
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E-01

G-10

H-06 F-13

特 別 展 示


